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本報告書は、多肥上町店舗新築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書であり、多肥平塚遺跡
の報告を収録した。

発掘調査地及び調査期間は次のとおりである。
　　　調 査 地  　高松市多肥上町字平塚 1091 番地 4
　　　発掘調査　令和 2 年 10 月 26 日～ 10 月 28 日
　　　整理作業　令和 2 年 10 月 29 日～令和 3 年 9 月 31 日
　　　調査面積　36 ㎡　

発掘調査及び整理作業は高松市教育委員会が担当し、その費用は株式会社恵比寿天が全額負
担した。

現地調査は、高松市創造都市推進局文化・観光・スポーツ部文化財課文化財専門員 高上拓・
佐藤容、同会計年度任用職員 磯崎福子が担当した。

整理作業は高上・佐藤が担当した。

本報告書の執筆及び編集は佐藤が担当し、高上が補佐した。

本調査に関する以下の業務を委託した。
遺物写真撮影：西大寺フォト

本報告書の高度値は海抜高を基準とし、座標は国土座標第Ⅳ系（世界測地系）に従った。また、
方位は座標北を示す。

遺構断面の注記の色調及び土器観察表の色調は、小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帖 36 版』
を参照した。

本報告書の挿図として、高松市都市計画図の 2 千 5 百分の 1 と、1 万 2 千 5 百分の 1 の地図を
一部改変して使用した。

発掘調査で得られた全ての資料は、高松市教育委員会で保管している。
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　高松市多肥上町字平塚１０９１番地４において
店舗新築工事が計画された。事業地は、周知の埋
蔵文化財包蔵地「多肥平塚遺跡」の隣接地である
ことから、令和２年３月４日付けで事業者から本
市教育委員会（以下、市教委）に埋蔵文化財の試
掘調査依頼が提出された。依頼を受けて、市教委
は同年２年３月 23 日～ 26 日及び 4 月 10 日～ 14
日の期間に試掘調査を実施し、事業地内の一部で
遺構や遺物を確認した。
　その後、事業者から令和２年８月２５日付けで
文化財保護法第９３条第１項に基づく発掘届出が
提出された。建物基礎の一部が遺跡を壊す恐れが
あったため設計変更等の協議を行ったが、遺跡に
影響のある工事掘削は避けられず、市教委から香
川県教育委員会（以下、県教委）へ進達したところ、
同日付けで県教委より工事着手前に店舗建設箇所の一部を発掘調査するようにとの行政指導があっ
た。これを受けて事業者と市教委で協議を行い、発掘調査を実施し記録保存を行うこと及び費用面の
合意が形成されたことから、事業者と業務を管理する高松市、調査・整理作業を管理する市教委の三
者で、同年１０月９日付けで埋蔵文化財調査協定書を締結し、「多肥上町店舗建設工事に伴う埋蔵文
化財調査管理業務」として、埋蔵文化財の発掘調査を実施することとなった。

　調査終了後、令和２年１０月から整理作業を開始した。１０月に遺物洗浄を行い、１１～１２月に
かけて遺物の接合や実測、令和３年１～４月にかけて遺構・遺物のトレース作業を行った。また８月
～１２月にかけて原稿の執筆・編集作業を進めた。なお整理期間中に、出土遺物の写真撮影を西大寺フォ
トに委託して実施した。

第１章　発掘調査の経緯と経過

第１節　発掘調査の経緯

第２節　発掘調査及び整理作業の経過

　発掘調査の対象となったのは、事業地内で店舗建設個所の一部である。
　発掘調査は令和２年１０月２６日から開始し、同年１０月２８日に埋め戻しが完了して、現地での
作業は終了した。主な調査経過は下記のとおりである。

多肥平塚遺跡

第 1図　高松平野における多肥平塚遺跡の位置

１０月２６日（月）重機で第１遺構面まで掘削。道跡を検出した。

１０月２７日（火）道跡の掘削。第２遺構面まで掘削し、土坑を検出した。

１０月２８日（水）道跡と土坑の掘削。調査区完掘状況写真を撮影して、全ての作業を終了した。
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第 2章　地理的・歴史的環境

第１節　地理的環境

　高松市は東西に長い香川県の中央やや東よりに位置し、讃岐平野の一部を形成する高松平野が市域
の大部分を占める。高松平野は、北に瀬戸内海、西は五色台山塊に接し、南の讃岐山地から流れる香
東川や、春日川、新川等の河川の働きにより形成された、扇状地性の沖積平野である。これらの河川
の流れは高松平野に農耕に適した土壌をもたらしたが、中流域では伏流し地表の流路は涸れ川になる
ことが多く、水不足解消のため早くからため池が造られてきた。平野部各地に点在するため池は、年
間 1,000 ミリ前後と降水量の乏しい讃岐平野において農業用水確保のために不可欠なものである。高
松平野を流れる諸河川の中でも最大規模の香東川は、平野形成に最も大きな影響を及ぼした。かつて
は石清尾山山塊の南麓で東西に分かれて河口へ注いでいたが、近世期に行われた香東川の改修以降、
東側の流路は水田地帯及び市街地の地下に埋没している。なお、17 世紀の廃川直前の流路は現在、
御坊川として今でもその名残を留めている。
　本遺跡のある多肥地域は香東川の東方、高松平野のやや南部にあり、北側の太田地域とともに、旧
香東川の伏流水と湧水（出水）が各所にみられる地域である。

第２節　歴史的環境
　
　本遺跡のある多肥上町は、近世の上多肥村にあたる。明治 23 年に上多肥・下多肥・出作村からな
る多肥村ができた後、昭和 31 年に高松市に合併されて、多肥上町・多肥下町となり現在の形となった。
古くから農耕が盛んで、近代には高松市近郊地域として、茄子やキュウリ等の蔬菜栽培が多く行われ
た。
　本調査地周辺地域においては、香川県立高松桜井高等学校や都市計画道路の建設等に伴う発掘調査
が行われ、遺跡の広がりや内容が明らかになってきている。

縄文時代　最も早い時期は縄文晩期の遺跡で、多肥宮尻遺跡（多肥上町）と多肥松林遺跡（多肥上町）
で自然河川跡が検出された。旧石器・縄文時代の遺跡はほとんど見られず、弥生時代以降に数が増える。

弥生時代　弥生時代前期に、多肥松林遺跡で溝跡、松林遺跡（多肥上町）で集石遺構、汲仏遺跡（多
肥下町）と凹原遺跡（多肥下町）で環濠や竪穴建物が検出されている。
　弥生時代中期には、本遺跡の東方、日暮・松林遺跡（多肥上町）・多肥松林遺跡で一続きと推測さ
れる集落跡が見つかっている。この時期に埋没・平準化した多肥松林遺跡の旧河道からは木製の農具
や祭祀道具等が出土した。また、松林遺跡では、竪穴建物等の集落跡に加えて、地震による液状化の
痕跡（噴礫）が見つかっている。一方、本遺跡の西方に位置する太田原高州遺跡（太田上町）では、
中期末～後期初頭にかけての区画墓群があり、主体部から水晶製小玉が出土している。
　弥生時代後期には、汲仏遺跡と凹原遺跡の竪穴建物の他、大下遺跡（三名町）で溝状遺構と竪穴建
物がみられる。また日暮・松林遺跡や多肥松林遺跡でも多数の竪穴建物や灌漑水路跡が検出されてい
る。
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古墳時代　古墳時代は中期以降の遺跡がみられる。中期から後期の竪穴建物が多肥宮尻遺跡で、後
期から終末期にかけての竪穴建物が多肥北原遺跡や多肥北原西遺跡、太田高州遺跡で検出されてい
る。

古代　古代の多肥地域について、平安時代「和名抄」に香川郡十二郷のうちの一つとして「多配郷」
の名がみえる。「多配」の地名は、大和朝廷の直轄領「屯倉」を耕作した部曲の民「田部」が住んで
いたことに由来する。
　奈良時代の遺構として、多肥北原西遺跡の溝から、鬼瓦等の古代瓦や多口瓶、鉄製品等のほか、
９世紀の掘立柱建物が検出されている。この遺跡は「見性寺林」の小字が残る多肥廃寺の北側に位
置し、多肥廃寺の建立・経営に伴う諸施設の存在が推測されている。平安時代前半には、多肥松林
遺跡では主水源の減少に伴い、大規模な灌漑水路の整備が継続して行われた。灌漑水路や主水源と
なる流路から、斎串や人形、墨書土器などの祭祀道具が出土している。また、同時期の掘立柱建物等、
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4

５

３

１

６

７

８

９

10

11

12
13

14

15

17

18

19

20

21
22

23

24

26

25

➀本調査区

28

10

29

２ 16

27

４

①：本調査区　１：多肥平塚遺跡　２：多肥松林遺跡　３：松林遺跡　４：多肥宮尻遺跡  ５：日暮・松林遺跡　
６：多肥北原遺跡　７：多肥北原西遺跡　８：北原遺跡  ９：多肥廃寺　１０：お茶荒神  １１：出口遺跡  １２：空
港跡地遺跡　　１３：拝師廃寺　１４：上林本村遺跡　１５：畑遺跡  １６：弘福寺領讃岐国田図調査地　１７：宮西・
一角遺跡  １８：池の内遺跡Ⅰ　１９：池の内遺跡Ⅱ  ２０：凹原遺跡　２１：多肥下町下所遺跡  ２２：汲仏遺跡　
２３：野郷遺跡　２４：高木城跡　２５：井出上・中所遺跡　２６：西久保遺跡　２７：日暮・松林遺跡　２８：松ノ
内遺跡　２９：平塚１号塚

（S=1/12,500）

0 400m

第 2図　多肥平塚遺跡周辺の遺跡分布図
参考文献
高松市教育委員会『キモンドー遺跡』1999 年 3 月

高松市教育委員会『凹原遺跡』2001 年 12 月

高松市教育委員会・社会福祉法人恩賜財団済生会支部香川県済生会『日暮・松林遺跡（済生会）』平成 15 年 9月 30 日

香川県教育委員会『多肥平塚遺跡』2013 年 1 月

香川県教育委員会『太田原高州遺跡１』2014 年 11 月 14 日

香川県教育委員会『多肥松林遺跡』2017 年 3 月

高松市教育委員会『日暮・松林遺跡（第 11 次調査）』平成 30 年 3月 31 日

高松市教育委員会『松ノ内遺跡』令和 2年 3月 31 日

高松市教育委員会『太田下・須川遺跡（第 5次調査）』令和 3年 3月 31 日

角川書店「角川日本地名大辞典　37 香川県」昭和 60 年 10 月 8日

四国新聞社「香川県大百科事典」昭和 59 年 6月 20 日

5

第３章　発掘調査及び整理作業の成果

第１節　試掘調査結果

　本調査区を含む多肥平塚地区で令和２年３月 23 日～ 26 日及び 4月 10 日～ 14 日の期間に試掘調
査を実施した（第 3図）。その結果、対象地の最も西側の区画で埋蔵文化財の包蔵状況が認められた。
調査面積は約 268 ㎡で、16 箇所のトレンチの内、14 トレンチが本調査区の南側に位置する部分で
ある（第 4図）。１は 14 トレンチの南側の溝跡から出土した土師器の鍋である。溝は黄褐色シルト
及び灰色砂礫層（地山）に掘り込まれており、１の他にも古代の土師器片がまとまって出土している。
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（14トレンチ）

0 10cm

（土器：S=1 ／ 4）

1

色調
口径 底径 器高 外面 内面 （左＝外面、右＝内面）

1 14tr　溝 土師器 鍋 ー ー 3.5 ヨコナデ、タテハケ ヨコハケ、ヨコナデ 5YR5/6明赤褐、5YR5/6明赤褐
普　3mm以下の石英・長石・雲母含
む

良

胎土 焼成
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番号
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第 １ 表　　 出 土 遺 物 観 察 表（ 試 掘 調 査 ）
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第２節　調査の方法　

　調査区は、店舗のスロープ設置箇所にあたる部分
である（第 5図）。東西に長く、東端には現代の水
路が南北方向に通り、分断されている。
　掘削は重機によって遺構上面を検出したのち、人
力による遺構埋土の掘削を基本とした。記録に際し
ては、調査地の北・南に 2点の基準点を設け（Y-3・
Y-4）、実測を行った。現地での遺構平面図、断面図
は 1/20 で作図した。写真はデジタルカメラで記録
し、補助的にコンパクトデジタルカメラを用いた。
以上の記録資料及び出土遺物は市教委で保管してい
る。

本調査区
多肥平塚遺跡

第３節　基本層序　（第６図）　
　
　遺構検出面は、第 1遺構面が３層（にぶい黄褐
極細砂～シルト層）の上面、第２遺構面が８層の
上面である。第１遺構面では、３層上面の土が固
く締まった道状の遺構が検出された。出土遺物はわずかであり、3層の中及び上面から土師器片、
須恵器片が見つかった。また第２遺構面では土坑が検出された。8層（褐色極細砂層）は直径 2～
20 ㎝の砂岩円礫を含み、洪水など河川に運ばれた土砂が堆積してできた地山と考えられる。

第 5図　調査地区　位置図（縮尺＝ 1/2500〕

X座標 Y座標 Z座標
Y-3 143730.462 50693.419 23.756
Y-4 143765.844 50669.104 23.661

第 ２ 表　 基 準 点 座 標 一 覧　

第４節　発掘調査成果

土坑　土坑の埋土は、砂岩円礫を多く含む黒褐色シルト混極細砂層である。遺物は出土しておらず
用途・時期ともに不明だが、後述する道跡の下から検出されたため、道より古い時期に掘削・埋没
したと考えられる。

道跡　調査の経過として、まず現地表面から 30 ㎝程度の深さで、黄褐色系統のシルト層（３・５・６・
10 層）を遺構面と推定して遺構検出を行った。掘削は西から東に向かい順に重機で行ったが、この
段階では明確な遺構は存在しないと判断した。このため、下面の遺構面の検出を目的として、再度
重機で西側から掘削を行い、地山と考えられる８層上面まで掘削を進めたが、この過程で、局所的
にシルト層が非常に堅緻になっている箇所が存在することが判明した。具体的には、重機でも削り
あぐねるほどであった。同質の堆積土が局所的に固くなる現象の背景に、人為的な踏み固めの可能
性が想定できると判断したため、重機掘削を中断し、再度検出作業を行ったところ、第６図に示し
た範囲に硬化した土壌が分布することが判明した。西壁の断面観察から既に重機で削平してしまっ
た範囲にも同様に硬化面が存在することが確認でき、平面T字形に展開することが推定できたため、
この硬化面は人為的に形成されたものであろうと判断した。ただし、路面造成のための意図的なも
のか、人の移動の累積による結果的な硬化であるかは判断できなかった。また、工具等の痕跡や
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第 6図　遺構配置図・土層断面図
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第４節　発掘調査成果
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あぐねるほどであった。同質の堆積土が局所的に固くなる現象の背景に、人為的な踏み固めの可能
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た範囲に硬化した土壌が分布することが判明した。西壁の断面観察から既に重機で削平してしまっ
た範囲にも同様に硬化面が存在することが確認でき、平面T字形に展開することが推定できたため、
この硬化面は人為的に形成されたものであろうと判断した。ただし、路面造成のための意図的なも
のか、人の移動の累積による結果的な硬化であるかは判断できなかった。また、工具等の痕跡や
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版築・敷き粗朶等の工法も確認できなかった。なお、調査区西側に延伸することが断面観察からは
想定できるが、交差点の東側にやや突出しつつも調査区東端まで延伸しない見通しである。以上の
特徴から、検出した硬化面については「道跡」の可能性が考えられる。道跡とする根拠が硬化面の
平面範囲のみによるものであり、補強する根拠が薄弱であることは予め明記しておきたい。以下では、
仮称として道跡と呼称し、その特徴を整理する。
　幅 1～ 1.2 ｍで東西に延び、途中で北に向かって道が直角に分かれる。３層中からは須恵器や足
釜が出土した。３層の精査時、上面からは３、６、８が出土した。３は土師質土器炮烙の口縁である。
口縁の形から 17 世紀代と推測される（佐藤、濱野 1995）。６は
須恵器杯の蓋で、丸みを帯びたツマミから、Ⅰ－１～Ⅱ－１の 7
世紀中葉～ 8世紀前葉までの時期と推定される（佐藤 1993）。８
は須恵器壺の肩である。３層中からは２、４、５、７が出土した。
２は土師質土器足釜の脚で、道跡の南側外で出土した。年代の詳
細は不明だが、中世以降であると推測できる。４は須恵器杯の底
部で、ハの字の高台から、Ⅲ－３以前の 10 世紀半ば以前と考え
られる（佐藤 1993）。また５は須恵器杯の蓋で、平坦なツマミと
蓋の形状から、Ⅱ－ 2～Ⅱ－ 4の 8 世紀中葉～ 9世紀前葉の時
期に推定される（佐藤 1993）。
　道跡の時代については、出土遺物から少なくとも 17 世紀以前
に形成、利用されたと推測できる。道が延びる方向は真北から東
におよそ 12 度ほど傾いているため、高松平野の条里地割に沿っ
て形成された道であったと考えられる。

第４章　総括

　本調査では、東西方向に延び途中から北へ直角に分かれるT字型の遺構が検出された。他と比較
して土壌が硬化し、人為的に踏み固められて形成されたと考えられることから「道跡」と推測した。
なお、路面造成のため意図的に形成されたものか、人の移動の累積による結果的な硬化であるかは
不明である。出土遺物は古代の須恵器や中世の足釜の脚が出土しており、中世以降に道として使用
されていたと考えられる。道跡は、現在、本調査地の周辺で見られる土地区画と同様に、全体的に
東へ約 12 度ほど傾いていることから、条里地割に沿って形成されたものと考えられる。
　また、北に分かれる道にかかる位置で、土坑が検出された。断面から、土坑が埋没した後に道が
形成されたとみられるが、遺物は出土しておらず、用途や時期は不明である。

参考文献
佐藤竜馬 1993「香川県十瓶山窯跡群における須恵器編年」『開設四十周年記念考古学論叢』関西大学考古学研究室

佐藤竜馬、濱野圭司 1995「近世讃岐における土器生産」『研究紀要Ⅲ』財団法人香川県埋蔵文化財調査センター
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